
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

理 科 生物基礎 ２ ３－２～３－７ 

１．学習の到達目標 

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通し

て，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

生物の共通性と多様性 
・多様な生物のもつ共通性 
・生物共通の単位：細胞 
・細胞の構造の共通性と多様性 
・細胞のエネルギー 
・生命活動とエネルギー 
・光合成と呼吸 
・葉緑体とミトコンドリア 

・様々な生物の比較に基づいて，生物は多様でありな
がら共通性をもっていることを見いだして理解す
る。 

・生物が共通性を保ちながら進化し多様化してきたこ
と，共通性は起源の共有に由来することを理解させ
る。 

・生物に共通する性質は細胞であることを理解させる。 

２

学

期 

遺伝情報と DNA 
・遺伝子とは 
・DNAの構造 
・遺伝子とゲノム 
遺伝情報の分配 
・遺伝情報の複製 
・遺伝情報の分配 
遺伝情報とタンパク質の合成 
・遺伝情報と RNA 
・遺伝情報の発現とタンパク質の合成 
・タンパク質のさまざまな働き 
・遺伝情報の維持と発現 

・DNA の構造や性質を，研究史を展開しながら理解さ
せる。 

・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を理解させる。 
・DNA が体細胞分裂の際に，複製され質・量ともに均
等に分配されることにより遺伝情報が伝えられるこ
とを理解させる。 

・DNA の複製・分裂は細胞周期にあわせて行われるこ
とを理解させる。 

３

学

期 

体内環境と恒常性 
・恒常性とは 
・体液とその働き 
体内環境の維持としくみ 
・ホルモンによる調整 
・自立神経による調整 
免疫 
・植生の多様性と分布、生態系とその保全 

・ヒトには異物を排除する防御機構が備わっているこ
とを見いだして理解させる。 

・病原体の侵入を防ぐための，異物を認識し，排除する
しくみを理解させる。 

・免疫のしくみの概要を取り上げ，体液性免疫や細胞
性免疫について理解させる。 

・ヒトの身近な免疫疾患について理解させる。 

３．評価方法・評価の観点 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

自然の事物・現象に関
心をもち、意欲的にそ
れらを探究するととも
に、科学的態度を身に
付けている。 

観察・実験などを通し
て、自然の事物・現象
の中に問題を見いだ
し、事象を実証的、論
理的に考えたり、分析
的、総合的に考察した
りするとともに、事実
に基づいて科学的に判
断する。 

観察・実験の技能を習
得するとともに、自然
の事物・現象を科学的
に探究する方法を身に
付け、それらの過程や
結果を的確に表現す
る。 

基礎知識として、中学
の学習内容が身につい
ている。 

復習・観察・実験など
を通して自然の事物・
現象についての基本的
な概念や原理・法則を
理解し、知識を身に付
けている。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 高校生物基礎  新訂版 (実教出版) 

副 教 材  

 

評 価 方 法 考査、平常点等による評価 




